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第３章 平取町における秋期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、3 町のトー

トバッグおよび飲食店冊子をプレゼントした。また、謝礼品はアンケートをスムーズに行

うことを目的としている。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  びらとり温泉ゆから 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和３年 11月 13日（土）～14日（日） 

   

（６）調査項目 

  属性、来訪回数（リピーター）、来訪間隔、旅行ルート、滞在時間、他町での宿泊、町

イメージ、旅行動機、ほしい観光情報、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 11月 13日（土） 95枚 

  ② 11月 14日（日） 80枚 

           合計 175枚 
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若年層,5.7%

子育世代,27.5%

中高齢者層,56.8%

10代, 3.4%

20代, 2.3%

30代, 10.9%

40代, 16.6%

50代, 21.1%

60代, 26.3%

70代, 19.4%

２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=175） 

  男性と比べて女性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=175） 

 全体的にみると、60代が最も多く、次いで 50 代と続いている。この報告書では 10～

20代を若年層、30～40代は子育て世代層、50代以降は中高齢者とカテゴリ分けをした。 

 カテゴリで見ると、中高齢者層が約 57%を占めている。次いで子育て世代層が約 28％、

その層の同行者と思われる若年齢層は約 6％と少なくなっていることが分かった。 

昨年と一昨年の比率と比べても同様の結果が得られている。70 代、60 代の比率が増し、

50代の比率が減少したもの、全体に占める中高齢者層の比率に変化は見られなかった。 

その分、平均年齢は全体で 5.2歳増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

男, 46.9%

女, 53.1%

男 女

全体の平均は 55.6歳 
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若年層,6.1%

子育世代,20.7%

中高齢者層,73.2%

10代, 4.9%

20代, 1.2%

30代, 14.6%

40代, 6.1%

50代, 24.4%

60代, 26.8%

70代, 22.0%

若年層,18.4%

子育世代,27.0%

中高齢者層,54.6%

10代, 2.2%
20代, 3.2%

30代, 7.5%

40代, 25.8%

50代, 18.3%

60代, 25.8%

70代, 17.2%

  この年齢層を性別でクロス集計すると以下の図のような結果となっている。以下の図は 

男性の年代である。割合としては 60 代が最も多く、次いで 50 代と続いている。全体と

比べて構図や割合分布はほぼ同じであった。平均年齢は全体より約0.6歳若くなっている。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代である。60代以上が最も多く、次いで 50代、70代と続いてい

る。若年層はほとんどいなく、約 6%にとどまっている。全体と比べて子育て世代層が多

くなっており、その分中年齢層が減っている構図となっている。 

  平均年齢は、男性よりも約 1.1歳低くなっている。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体の平均は 56.2歳 

全体の平均は 55.1歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=175） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 93％となっており、ほとんどの来訪者が道内か      

 ら調査地へと訪れているのが分かった。これは、新型コロナウイルスの影響とみられる。

これは春や夏の調査と同じ形となっており、昨年度からも大きな変化は見られなかった。 
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42.5%

27.5%

13.8%

3.1%

3.8%

9.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

石狩

胆振

日高

空知

上川

十勝

  

 道内のどこのエリアから来訪しているかを把握するために、振興局別に集計したところ以

下の図のようになった。最も多いのは胆振や石狩地方など西エリアからの来訪者で、約

73％（昨年同時期は 79％）となっており、ほとんどを占めている。 

道東からのルートや上川地方など、北側にあたるエリアからは 9.8％、日高地方の東エ

リアからは 11.0％程度と、来訪者の比率は低い。おおむね居住地から調査地まで 1 時間

半以内で来ることができる都市圏を中心とした居住地からの来訪が多くなっている。 

近隣市町村には、恵庭・厚真・むかわ・日高・新日高・占冠・帯広・富良野などの名前

が多くあった。 

 

【振興局別の居住地割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

79.3％ 11.0％ 

9.8％ 
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  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所がわからないため役場があるところ

にポイントしている。札幌などの都市部や近隣の居住地からの来訪が多くみられる。来訪

のしやすさや新型コロナウイルスの影響により遠出を控えていることも起因していると推

測する。直線距離では 20～40ｋｍの範囲にある居住者が訪れているのが分かる。特に図

中の赤い楕円の都市部の居住地からが多く、調査地から見て西側に位置するエリアが集中

していることが分かっている。 

  楕円がやや左上に傾いているのは、富川 ICから時間距離的に近くなる高規格道路の沿線

に居住地が分布しているとみられる。赤円内で一番遠い市町村は「小樽市」であった。東

エリアも同様に、道東道の沿線にある「釧路市」からの来訪がみられた。 

図中のオレンジ円にあるような直線距離で 50ｋｍ以上の遠方からの来訪はあまり見ら

れなかった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このエリアからは 

あまり来訪していない 

このエリアが特に多い 
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（４）同行者の構成（n=175） 

  全体としては、「夫婦」が最も多く約 41％を占めており、次いで「友人」「17歳以下の

子供を含む子供連れ家族」「18歳以上の子供含む大人の家族」となっている。家族単位で

考えると、約 64％を占めており、「家族」で来訪している人が約 2/3を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。 

  性別でみると、男性よりも女性のほうが「子供連れ家族」での来訪が多く、反対に男性

は女性よりも「ひとり」での来訪が多くなっている。女性は「家族」単位での来訪が全体

よりも多く約 86％（昨年度は約 82％）となっており、ほとんどを占めている。男性は女

性の際については、来訪目的や交通手段の差によって生まれてくると推察できる。 

  年代別でみると、10代においては「子供連れ家族」および「大人の家族」が多くを占

め、特に 30代についても「家族」での来訪が多くみられることから、10代・30代は同

行者相関関係にあるとみられる。20代に関しては、「家族」での来訪が主となってはいる

が、他の世代には少ない「カップル」での来訪が多くある。50代以降に関しては「子供

連れ家族」での来訪はほとんど見られず、多くは「夫婦」での来訪がほとんどとなってい

る。また、50、60、70代と年代が上がる毎に「友人」との来訪割合が増加している。 

 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=175） 

  来訪者の来訪回数を見てみると、全体的には約 17％が初めての来訪（新規顧客）であ

る。リピーターの中では「5回以上」のハイリピーターが多くなっており約 50％と半分を

占めている。 

  性別でみると、女性より男性の方が「初めて」の来訪が多く、女性のほうがリピーター

率は高くなっている。 

年代別でみると、40代以降は「初めて」の来訪割合が低く、70代以上に至っては、「5

回以上」のハイリピーターが約 74％とほとんどを占めている。最も「初めて」の来訪が多

い世代は２0代で半分近い約 75％となっている。新型コロナウイルスにより家庭での観光

地等の検索が多くなり、認知度が高まったことが起因となって行動的なこの世代の来訪す

るきっかけが増えたことが要因と推測する。 

 

【全体および年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

昨年同時期と比べると、新規顧客は 18.4％から 16.6％へと減少している。 

２回以上…14.1％→13.1％、3 回以上…10.6％→12.0％、4 回以上…5.5％→8.6％ 

５回以上のハードリピーターが 51.4％→49.7％ と、それぞれ変化したものの、構造上の 

大きな変化は見られなかった。  

２-２ 平取町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=175） 

  以下の図は、リピーターが前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものになっ

ている。全体的にみると、約 51％が半年以内に再来訪していることが分かる。1年以内を

含めると約 77％が短いスパンで訪れていることが分かる。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が半年以内の来訪が多く、反対に女性の方が 1年以

内の来訪比率は多くなっているのが分かる。 

年代別に見てみると、10 代・20 代と 40 代については似通った構成がみられる。50

代～70代にかけては、年代が上がるにつれて半年以内を含めた１年以内の再来訪の割合が

減少しており、より長いスパンをかけて再来訪する層が増加している。 

 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べると、半年を含む一年以内の再来訪率が高い状態に変化はなかった。

しかし、年代別に比較すると、昨年度は年代が上がる毎に半年以内の来訪者比率は上昇

していったが、今回の調査では逆に年代と半年以内の来訪比率は反比例していった。昨

年度からの変化としては、今年度は中高齢者層の全体に占める比率は変わらないものの、

内訳として 60代・70代の割合が多くなっており、その年代の来訪パターンが変化して

いる可能性が指摘できる。 

近隣から当調査地への通い客ではなく、より遠方からの来訪が増えている可能性や、

宿泊など滞在スタイルにも変化があらわれる可能性もあり、他の分析と比較しつつ検討

を行ってゆく必要がある。 
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（１）平取町を訪れるまでに立寄った先（n=175） 

  どこかに立ち寄ってから当地に訪れている人は全体の 33％となっている。来訪が多い

都市圏から近いこともあり、どこにも立ち寄らない人が多かったと推測する。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答（33.1％）した中でのエリアである。振興局別に集約を行

った。 

全体の中で立ち寄った場所が多かったのは「胆振」で、次いで「日高」となっている。

大きなエリアで見ると、胆振と札幌や苫小牧などを含めた西エリアが約 59％（昨年同時期

73％）とほとんどを占めており、次いで日高地方の東エリアが約32.3％（昨年同時期20％）

となっている。旭川や帯広などの北エリアは 9.2％と、昨年同時期と比べて約２ポイント

増加したものの、全体に占める割合が低い状態に変化はなかった。この構図は３カ年、同

様のものが続いている。 

【立寄った先の振興局名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年同時期との比較では、最も大きく 

 変化を見せたのは東エリアで約 12 ポイント 

 割合が増加している。 

 日高町や新日高町など近隣からの来訪が 

 ほとんどを占めた。  

２-3 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 
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（２）平取町からどこに訪れるか、立寄よる予定先（n=175） 

  立寄る予定はないと回答した人は全体の約 74％とかなり高くなったものの、昨年同時

期と比べると約 9ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人のエリアについては、以下の図のとおりである。一番多いのが、

胆振地方で次いで日高地方となっている。大きなエリアで見ると、胆振や空知地方などの

西エリアへは約 66％、上川地方の北エリアは約19％になっており、日高地方の東エリア

へは約 16.4％となっている。 

 

【立寄る予定の地方名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

昨年同時期と比べると、立ち寄ると回答した人が、 

約９ポイント増加している。当調査地を旅の目的地にする層が増加したと、ポジティブな

分析も可能だが、コロナ状況を考慮して必要な場所以外立ち寄らないようにしたというネ

ガティブな要因だった可能性も残る。そのため、滞在時間や消費金額の増減と比較しなが

ら分析を進めていく必要がある。  

 

  

16.4％ 
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65.5％ 
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（１）滞在時間（n=175） 

  全体的にみると、約 53％が半日もしくは１日の日帰りという結果となった。半日の日

帰りは 46.9％、１日の日帰りは 29.7％という結果で、1 泊以上の宿泊者は 23.5％とな

っており、他町の調査よりも宿泊者の割合が高かった。これは、調査地が宿泊施設も兼ね

ていることも要因と考えられる。 

  以下の図は全体的な割合のほかに、年代別の滞在時間も示している。もっとも滞在時間

が短かったのは 50代以降の中高齢者層で、平均して約 60％が半日の日帰りとなっている。

10 代・30 代・40 代は子育て世代として同行しているとみられ、滞在時間も似通ってお

り、「１日の日帰り」が非常に多くなっている。一泊以上の宿泊者の割合が多かったのは

20 代・30 代・40 代という結果となった。２泊以上の長期滞在者の割合は 60 代・70

代でも高かった点が特徴的となっている。 

  

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   今回の調査と昨年同時期を比べると、「半日の日帰り 65.2％→46.9％」「１日の日帰

り 9.8％→29.7％」「１泊以上の滞在 25.0％→23.5％」と滞在時間が長くなっている。

宿泊者の割合は 1.5ポイント減少している。 

   調査実施中にツアーの受入れがあったため、宿泊者の割合にわずかに影響している可

能性もあるが、全体として滞在時間が伸長している点を指摘できる。 

   ポイントとしては、「半日の日帰り」割合が減少し、「１日の滞在」が約３倍になった。

「１泊以上の滞在」の割合に関しては昨年度と同水準となった。 

  

２-4 平取町での滞在時間を教えてください。 
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（１）平取町以外での宿泊（n=175） 

  今回の旅行において、平取町以外でも宿泊すると回答した人は、全体から見て約 19％

となっており、ほとんどいなかった。 

 

 

 

 

 

 

  その約 19％の内訳としては、千歳・苫小牧が中心を占めている。次いで胆振地方とな

っている。胆振地方では登別での宿泊者が多く、ヒアリングでは白老のウポポイも見てか

ら手ごろな宿泊先を探すといった声も聞かれた。 

 

【平取町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

昨年同時期と比べると、町外での宿泊は約 10ポイント増加している。宿泊先別の変化と

しては、千歳・苫小牧方面が約 11 ポイント減少し、胆振地方は約 12 ポイント増加してい

る。昨年度は釧路地方・十勝地方への宿泊者が 14.3％いたが、今年度は 8.4％と約 6 ポイ

ント減少した。日高地方への宿泊者は約 33％から約 8％に減少しており、代わりに上川地

方での宿泊が 14.0ポイント、空知地方での宿泊が 13.5ポイントそれぞれ増加した。 

 上川地方での宿泊者は富良野市が多くを占め、空知地方では赤平市・由仁町など、ばらつ

きがあった。いずれにしてもこれまでの周遊先としてなかった方面への宿泊予定者が増加し

ている。 

 

  

２-5 今回のご旅行で、平取町以外で宿泊されますか？ 
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来訪者にとって平取町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体的に見ると、イメージがあると回答している人は約 85％で、多くの人が調査地に対

してイメージを持っていることが分かった。年代別にみると、20代のすべてがイメージを

持っていると回答している。年代ごとに若干バラつきは見られるものの、ほとんどの年代で

具体的なイメージを持って来訪する割合が高いことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。昨年度、

「トマト」がもっとも割合が高く、次いで「和牛」となっていたが、今年度は逆転している。

例年、この二つが多くを占めているが、今年度は割合が減少し、アイヌ文化関係のコメント

が増加している。また、昨年度はその他に含めていた「すずらん」「温泉」「義経神社」とい

った観光のキーワードも今年度は一定数存在したため、グラフ中に示している。 

その他の中には「寒締めほうれんそう」「オートキャンプ場」という単語もあり、上位３つ

のキーワード以外にも、特産品や観光施設など、当調査地に関してイメージの幅が出てきた

と捉えることができる。 

 

 

 

 

 

 

  

２-6 あなたが思う「平取町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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（１）旅行の動機（n=175） 

  全体的にみると、「日常から解放されるため」と回答した人が、約 23％を占めている。

次いで「歴史・文化を知るため」「おいしいものを求めて」と続いている。   

性別でみると、女性よりも男性の方が「日常からの解放を求めて」が約 10 ポイントも

高く、男性はその他の理由が非常に高い。「その他」の内訳に関しては次頁に記載する。 

  年代別にみると、10 代・20 代は「歴史・文化を知るため」の割合は０となっており、

「自然」や「日常からの解放」を求めて来訪する割合が高くなった。10 代に関しては食

への関心の割合が高いことが見て取れる。年齢が高まるに従って、「歴史・文化」や「その

他」の割合が高まる点も特徴的となった。 

 

【全体および性別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

昨年同時期と比べて、大きく変化したのは「歴史文化を求めて」という割合の逆転現象

であった。昨年度は 20 代・30 代が平均して約 22％存在したが、今年度は０％で、同様

の割合が 30代～70代以上に見られた。昨年度はアイヌ文化をテーマに、若者をターゲッ

トとしたイベントが開催されており、その差が如実にでた結果と分析できる。 

  各年代に言えることは、昨年度と比べて「おいしいものを求めて」という割合が減り、 

「日常からの解放を求めて」という割合が増加している点にある。長く続くコロナ状況の 

影響が色濃くでた結果となった。 

    

２-7 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の約 21％）で具体的な回答である。 

  最も多いのは「温泉」で約 68％（昨年同時期は約 71％）と高くなっている。これは、

調査ポイントが温泉ということが要因と考えられる。ドライブや博物館を目的にした来訪

者も一定の割合存在している。「所要」は、「親戚の畑の手伝い」「帰省」「仕事を兼ねて」

というキーワードが多く、旅の目的そのものは観光ではないが、息抜きとして道中の観光

施設に立ち寄ったと考えられる。 

 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的にみると、「おいしいもの」「歴史・文化」「日常からの解放」「自然」「温泉」と、

これらのキーワードが旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図、「北海道観

光客動態調査」と比べると、主要な選定理由としては当調査と近い形（赤枠内）となって

いる。「のんびり過ごせる」という項目を、当調査における「日常からの解放」と言い換え

れば、より開放的な空間やサービスを求めて来訪している層が増加している可能性が指摘

できる。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）必要な観光情報（n=383） 

  来訪者が観光をする際に必要とする観光情報は何かを調査した結果、以下の通りになっ

た。 

  全体的にみると、「特産品・お土産品」が最も多く約 29％となっている。次いで「飲食

店」「写真スポット」と続いている。この 3 つの項目は昨年度同時期と比べても、また他

町と比べても同様の構図となっており、重要な要素となっている。その他には、「観光ルー

ト」が約 13％、「文化・博物館」が約 10％となっている。 

  性別でみると、男女で大きな差がみられたのは「観光ルート」に関して女性の方が約 7

ポイント高くなった。また、「文化・博物館」の割合も若干高くなっている。反対に男性は

「飲食店」や「特産品・お土産品」の情報を求める傾向が強かった。 

  年代別にみると、相関関係にあるとみられる 10代・30代・40代では「特産品・お土

産品」情報への要望は低く、代わりに「文化・博物館」や「観光ルート」に関する情報を

求める割合が高くなった。中高年齢層については、主要な 3つの項目をバランスよく求め

ている点で、昨年度と同様となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが知りたいこのエリアの観光情報は何ですか？ 
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（１）消費額（n=256） 

  平取町における消費額（予定を含む）だが、平均金額としては 6,381 円となっている。

最小値の 500円は１件で、最大値の 40,000円は 1件であった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 6,381円 

最小金額 500円 

最大金額 40,000円 

 

  以下の図のとおり消費金額の範囲別の件数を見てみると、5,000 円未満の消費が多く、

この 5,000 円未満の消費の内訳としては、「温泉のみの利用」と「温泉と買物」、「温泉と

食事」となっている。また、1泊以上の宿泊者も多いことから、5,000円を超える平均金

額になっている。昨年同時期と比べると、約 250円高くなっている。今回の調査では宿泊

者が昨年度よりも多くなっているため、消費単価増加につながったとみられる。 

 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-9 今回のご旅行で平取町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000 円未満の約 73％となっている。次いで 5,000～10,000 円未満が約 7％と

なっている。次いで 10,000円以上～15,000円未満と続いている。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が 184円消費金額は高くなっている。 

  年代別にみると、最も消費金額が高いのは、40代の 8,879円となっている。反対に最

も低いのは 10代の 5,000円となっている。この世代は宿泊があまりなかったため、消費

金額が低くなっているものと思われる。50代・70代の平均消費金額も、全体の平均を下

回る結果となった。 

 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 
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（２）何に使ったか（n＝378） 

具体的に何に消費したかを問う設問では、「飲食店」との回答が最も多く約 35％（昨年

同時期は約 33％）となっている。次いで、昨年度は３位だった「買い物・お土産代」が今

年度は約 31％（昨年同時期は約 22％）となった。また、温泉地という事もあり「温泉」

との回答も多く約 24％（昨年同時期は約 30％）を占めている。「宿泊」約 10％と昨年度

からは３ポイント減少している。昨年度は「自然体験」という回答が若干存在したが、今

年度は回答無しとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=175） 

主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。地域によって消費金額が違

うことが分かった。苫小牧や日高（その他道内に含む）などの近隣からの来訪者は消費金

額が低く、苫小牧からの平均消費額は 4,840円と、全体と比べて約 1,500円も下回る結

果となった。宿泊者割合が多い札幌では約 8,320円（昨年同時期 8,105円）となってお

り、全体と比べて 1,939円程高くなっている。帯広からの来訪は札幌と同様に、宿泊者の

割合が高く 7,467円の平均消費金額（全体比＋1,086円）という結果となった。」 
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日帰り（半日） 日帰り（1日） 1泊2日 2泊3日 3泊以上

平均 3,232 3,412 17,845 29,375 3,750

3,232 3,412

17,845

29,375

3,750

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

（４）滞在時間による平均消費金額（n=175） 

 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日、一日）

では、3,412円以下と平均金額より低くなっていることが分かる。一番高い金額は 2泊 3

日の 40,000円であった。３泊以上については、消費金額が低くなっているが、これは「知

人や友人宅泊」や「車中泊」などお金をあまり使わない宿泊のためこのような結果となっ

ていると推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

 昨年同時期と比べて、宿泊者の消費金額の平均は同水準となっているが、割合が高まった

ため、全体の平均消費金額が大きく増加した。 

 

 

 

  

温泉や食事 

だけの利用 宿泊はしているが宿泊事業

者の利用は少ない 

宿泊事業者利用 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=364） 

 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、平取町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」が最も多く 32.7％と半分を占めている。次いで「SNS」

を含む ICTでの情報取得が 31.9％、「家族・友人知人の紹介」が 8.8％となっている。ポ

スター、雑誌などの紙媒体は 8.5％にとどまっている。「通りすがり」という回答も存在し

たが、むかわ町や日高町の道の駅でのアンケートに比べ、非常に少ない割合となっている。 

   

性別でみると、女性より男性の方が若干「自身の経験」が多くなっている。 

  年代別にみると、特徴的なのは20代で、ICTからの情報取得が全体と比べて多く約80％

となっている。また、30代では「家族・友人知人からの紹介」が多く 14.0％となってお

り、同行者とみられる 10代でもその割合は 23.1％となっている。30代では ICTからの

情報取得も 43.2％と目立っている。「自身の経験」は、40から年代を追うごとに割合が

高くなっていく傾向がみられ、この傾向は例年通りのものとなった。 

  特徴的な点として、昨年度は 3.2％に留まっていた「テレビ・ラジオ」が今年度は 16.8％

と 13.6ポイント上昇している。アイヌ文化関係の取材が多く、また緊急事態宣言中に実

施できなかった企画もあったため、当調査期間中にメディア関係での露出が非常に多かっ

たことが影響しているとみられる。 

 
 

【全体および性別、年代別の平取町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-10 今回のご旅行で平取町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

 この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=175） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、満足度は 92.4％と、ほとんど満足しているようである。 

性別でみると、男性より女性の方が若干満足度は高くなっている。 

年代別でみると、どの世代においても満足度は高い状態であるが、30 代は全体より約

11ポイントも高くなっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、

景観の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査よりも高い水準にある。 

 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 
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2-11 今回のご旅行で、平取町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=169） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、92.3％と高い水準である。「普通」が 6.5％、「不満」は 1.2％となっ

ている。 

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％とな

っていることから、満足度は道の調査より約 22 ポイントも高い水準であるということに

なる。 

性別で見ると、男性よりも女性の方が満足度は高くなっている。 

年代別にみると、世代ごとに割合にばらつきが見られ、若年齢層の満足度が高く、「普通」

「不満」という回答が無かった。最も満足度が低いのは 60代となった。 

   

 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=168） 

 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、「満足」と回答した人は 83.3％、「普通」は 16.7％、「不満」は 0％

であった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の満足

度は約 67％となっていることから、満足度は道の調査より約 16ポイント高くなっている。 

  性別で見てみると、男性よりも女性の方が若干高くなっている。 

  年代別にみると、20代は全てが「満足」と回答している（昨年同時期も同様）。子育て

世代層の同行者割合の高い 10代では「満足」の割合が非常に低くなった。母数の多い 50

代で 76.5％という満足度となったため、食事や景観など他の満足度と比べて、平均値は低

くなっている。 

  

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=50） 

 

  宿泊ついては、サンプル数は少なくなっている。以下の図は未経験者を除いた経験者の

割合となっている。 

全体的にみてみると、92.0％が「満足」と回答している。「普通」は 6.0％、「不満」は

2.0％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満

足度は約 66％となっており、満足度は道の調査より約 26ポイント高い水準である。 

性別で見てみると、女性より男性の方が満足度は高くなっている。 

年代別にみると、もっとも満足度が高かったのは、20 代～40 代で「普通」「不満」の

声がみられなかった。最も低いのは 10 代であったが、母数が少ないため、全体の平均値

に殆ど影響を与えていない。いずれにせよ、ほとんどの世代に「不満」がみられず、50代

以上の中高齢者層からの評価も高かったため、全体の評価が上向いたと言える。 

 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（５）総合満足度（n=566） 

  

 （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。未

経験を除いている。全体をみると、89.7％となっている。平成 28年度の北海道の観光客

動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査で

は約 93％となっていることから、平取町はそれよりも約 3 ポイント低い数値になってい

ることが分かる。 

  性別で見ると、男性よりも女性の方が若干高くなっている。 

  年代別にみると、若年齢層と子育て世代の満足度は高くなっている。母数の多い 50 代

以降の評価が全て全体平均よりも低く、この世代からの評価を上げることで、全体の満足

度を高めることができると言える。昨年同時期と比べると、約 14ポイント高くなったが、

北海道の調査水準を越えるには至らなかった。昨年度も年齢が上がるに従って満足度が低

くなっていく点で同様の構図となった。 

 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 
参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=566） 

  

 以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。赤枠の「初めての来訪」と青枠

の「リピーター」の満足度に 4.5ポイントの開きがでた。３回目の来訪を除き、リピータ

ーが総合的な「満足」を感じる割合が低くなっていることが分かった。また、「不満」に関

しても４回目・５回目の来訪者が感じる割合が高いことが分かった。 

 リピートを重ねるごとに「普通」や「不満」の回数が増えるのは、それだけ過去の自身

の経験と比べたり、マンネリを感じたりする傾向にあると推測され、この過程で一定以上

の不満や物足りなさを感じると、リピーターが離脱してしまう可能性が高くなる。 

 新しいコンテンツやイベント情報などを発信し、未経験の地域食やお土産品・特産品情

報を得られる冊子などを活用して、来訪に際して常に新鮮な発見があるような受け入れ体

制づくりが必要不可欠と言える。特に今年度の満足度平均値を下げる要因となった物販・

お土産のカテゴリに関して、集中的に取り組む価値は高いと言える。 

 

【来訪回数別全体満足度】 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 46.9％、女性 53.1％ 

年代構成 
10代 3.4％、20代 2.3％、30代 10.9％、40代 16.6％、50代 21.1％、

60代 26.3％、70代以上 19.4％ 

居住地 道内 93.1％、道外 6.9％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）16.1％、大人の家族（18歳以上）7.7％、夫婦

40.5％、ひとり 12.0％、友人 19.7％、カップル 2.2％、その他 1.8％ 

イメージ ある 84.6％、ない 15.4％ 

来訪回数 
初めて 16.6％、2回目 13.1％、3回目 12.0％、4回目 8.6％、5回以上

49.7％ 

再来訪期間 半年以内 51.2％、1年以内 26.2％、３年以内11.3％、それ以前 11.3％ 

立寄り先 立寄った 33.1％、立寄っていない 66.9％ 

立寄る予定 立寄る 25.7％、立寄らない 74.3％ 

滞在時間 
日帰り（半日）46.9％、日帰り（一日）29.7％、1泊 2日 16.6％、 

2泊 3 日 4.6％、3日以上 2.3％ 

町外宿拍 する 18.9％、しない 81.1％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 18.8％、歴史・文化を知るため 19.3％、 

自然を楽しむため 13.6％、日常から解放されるため 23.3％、 

家族サービスのため 4.0％、その他 21.0％ 

観光情報 
飲食店 26.6％、特産品・お土産品 28.5％、写真スポット 16.4％ 

宿泊場所 4.2％、観光ルート 13.3％、博物館 10.4％、その他 0.5％ 

消費金額 平均 6,381円、最小値 500円、最大値 40,000円 

情報源 
自身の経験 32.7％、家族・友人知人などからの紹介 8.8％、インターネット

利用（SNS含む）31.9％、紙媒体など 8.5％、テレビ・ラジオ 16.8％ 

総合満足度 満足 89.7％、普通 9.8％、不満 0.5％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 92.4％、普通 7.6％、不満 0.0％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 92.3％、普通 6.5％、不満 1.2％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 83.3％、普通 16.7％、不満 0.0％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 92.0％、普通 6.0％、不満 2.0％ 

 


